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わ　　 ぐ　　お お　し ま

　「
和
具
大
島
」
は
、
志
摩
市
の
和
具
漁
港

の
南
方
約
2.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
上
に
あ

る
小
さ
な
無
人
島
で
す
。
島
の
東
西
の
小

高
い
林
を
結
ぶ
よ
う
に
堤
防
が
通
っ
て
い

て
、
堤
防
の
南
側
は
、
レ
キ
浜
と
岩
礁
で

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
側
に
は
、

広
い
砂
浜
が
広
が
り
、
ハ
マ
オ
モ
ト
、
ネ

コ
ノ
シ
タ
、
ハ
マ
ゴ
ウ
な
ど
の
海
浜
植
物

群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
海
浜
植

物
が
群
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
和
具
大

島
暖
地
性
砂
防
植
物
群
落
」
と
し
て
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
和
具
大
島
周
辺
は
、
地
元
の
漁
師

や
海
女
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
よ
い
漁
場
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
和
具
大
島
へ

渡
る
定
期
船
は
な
く
、
一
般
の
人
が
島
に

入
る
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人

の
出
入
り
が
少
な
い
無
人
島
で
あ
る
た
め
、

希
少
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
志
摩
半
島
野
生
動
物
研
究
会
に
よ
る「
和

具
大
島
の
植
物
調
査
」
で
は
、
46
科
94
種

の
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
平
成
13

年
度
「
地
域
で
守
り
た
い
自
然
」
動
植
物
調
査
参
照
）

ま
た
、
植
物
だ
け
で
な
く
、
野
生
動
物
の

貴
重
な
生
息
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
お
話
を
伺
っ
た
志
摩
半
島
野
生

動
物
研
究
会
の
中
村
さ
ん
は
、
和
具
大
島

に
お
い
て
、
生
息
す
る
動
植
物
の
調
査
お

よ
び
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
志
摩

生
ま
れ
の
志
摩
育
ち
で
あ
り
、
和
具
大
島

は
子
ど
も
の
頃
、
海
女
で
あ
る
母
に
よ
く

連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
入
れ

の
あ
る
場
所
で
す
。
そ
ん
な
中
村
さ
ん
に

と
っ
て
、
守
っ
て
い
き
た
い
自
然
「
和
具

大
島
」
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

「
和
具
大
島
暖
地
性
砂
防
植
物
群
落
」

２


